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最も重要なことの概要：

女性は農業で生きる！これは多様な方法で

行われている。この研究は、ドイツ全土を対

象とした初めてのものである。ドイツ再統一

以来、農業経営と農村地域における女性の生活 チューネン研究所

ー労働状況を調査し、女性の果たしている

重要な業績と様々な役割明らかにした。 しかし、この研究はまた性別を対等

に扱うことが、農業経営においてなお達成されていないことを明らかにしてい

る。若干の傾向としては、これまでよりも多くの女性経営主が生まれ、自主的

な農業経営を設立する女性が現れている。勿論、慎重な希望を抱くのには理由

がある。

◎ ジェンダー平等はドイツの農業において大きな挑戦である。農業経営の

11%のみが女性によって営まれている。今後予定されている農場の経営継
承に際して、女性の割合は約 18%である。ヨーロッパ各国との比較でも
ドイツのランクは最下位である。

農業の女性からの聞き取り調査 女性の農業経営者は僅か 11%のみ

◎ 農業における女性にとって大きな障壁が存在している。それは伝統的な農

場継承に際しては、所有構造の「家父長制」の考え方が未だに残っている。

このため、女性経営主の実現には、構造的な障害が残っており、女性の経

営立ち上げは非常に難しくなっている。

◎ 高齢化、離婚、別居又は経営主の死亡のために、女性のための社会的な

保護が不安定になり、医療においても弱点を示している。

◎ 女性は農業経営において多様な役割と管理を担っている。だがしかし、こ

れは農業統計では明らかになっていない。ドイツにおける実際的な共同経

営管理は統計的に把握されていない（他の多くの国々に比較しても）。
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不動産配分のための調査並びに農業におけるジェンダーケアー（多くの

女性が経済的に不利な立場にあり、これを平等にすること）とペイギャップ（男

女の賃金格差）の統計的な調査が欠けている。また、農業の女性は、地域に置

ける高齢者のケアーなど、様々なボランテイア活動にも参画しているが、これ

らの実態も十分に把握されていない。

農業の様々な分野で働く女性たち

大型トラクターの運転 トマトの収穫作業

鶏の世話 デジタル技術で作物の生育管理

搾乳作業 チーズづくり あたいも大きくなったら

収穫作業をデジタ技術で管理 経営管理に女性の能力を
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有機農業の農場店経営 農場店の経営は女性の重要な役割

農家の家庭における女性の仕事

家族の団欒を大事に 子育てそして牛の飼育も

食事の支度

高齢者のケアーも重要

未来に向けて学ぶ

持続可能な農業の研修会に参加 パソコンを学ぶ農家の女性たち
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農家女性の地域ボランテイア活動への参画

ボランテイアで地域消防隊に入って 地域の認知症者に野菜料理の支援

消火訓練

”女性・生活・農業”研究

農家の妻、農家の女性、家族労働者、農村の女性 まさにタイトルのように

多様である。これはドイツの農業経営における女性の位置づけでもある。彼女

のライフプラン、望みそして悩みは、これまでほんの僅かしか知られていない。

これは広範な農業統計でも殆ど情報が無かった。

連邦食料・農業省は、プロジェクト「ドイツの農村地域における女性の生活

状況」を奨励している。農村女性の社会・経済分析は、この研究の隙間を埋め

るものである。チューネン研究所の経営学研究員とゲオルグ アウグストー

ゲッテインゲン大学の農村社会学講座が、2019 年から 2022 年までドイツ全域
にわたって、質的、量的な調査・研究を行った。その際ドイツ女性協会が、調

査パートナーとしてこの研究を支援している。

このプロジェクトは、混合研究法研究デザインでもって実施された。この研

究は、定性的（質的）研究法と定量的（量的）研究法を組合わせたものである。

定性的研究の内容は、数値データの収集が難しい信念、動機、経験などをイン

タビューなどで、数値以外のデータを収集して研究する。定量的研究の内容は、

年齢、パーセンテージなど測定可能な結果の数値データを収集し研究する。

実際の調査はドイツ全域 11 カ所のキックオフ ワークショップにおいて合計

128名の女性参加者（2019/20年）で、定性的な個別インタビュー（合計約 80）
を通じてストリーを作成した。また、3 つのケース スタデイ（事例研究）と

ドイツ全域対象にオンライン アンケート（2020 年 11 月から 2012 年 5 月
7,345人の女性参加者）に対して実施された。2021/22年冬に最終成果ーワーク
ショップを開催した。
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この研究は以下の中心的な質問を設定した。

◎ 農業経営で女性の生活―労働状況はどのようになっているか（現状）？。

◎ 農業と社会の中での転換（変革）は、農村地域における農業経営で女性

の生活をどのように変化させたのか？。

◎ 州の女性代表者が女性のための政治に、それまで得られた所見からどの

ような結論を引き出し、そして女性評議会に提案するのか？

州の女性代表者は、州の政治レベルでの女性団体の代表者であり、女性

組織の様々な課題、女性特有の問題を州議会に提起する。また、女性平

等の社会的保障に取組む「州女性評議会」にも問題を提起する。

研究を行ったゲッテイゲン大学 全国 11 カ所で開催されたワークショップ
農村社会学講座

高齢者への個別インタビュー 農村女性からの意見提起

農村女性の抱える問題を書き出す 最終ー成果ワークショップ
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ジェンダー平等 ？

2020年に 90%強の農業経営が、男性に
よって管理されていた。同時にこれは

ヨーロッパ各国との比較でテールライト

（最後尾）と見做されている。これに

関して過去 20年間大きく変化すること
はなかった。農場継承者としての女性割 女性の農業経営主は僅か 18%

合は、18%と低いものであった。この実
証研究は、農業従事者における男女の賃金格差を指摘している。男女における

賃金格差とケアギャップ（配慮の不足）、そして土地ー不動産所有に関する男

女の統計調査が不備である。

特に農業においてジェンダー平等が欠けている。その理由は伝統的な男女の

役割像が、農業者の中で内面化した観念になっているからである（例えば、経

営主として男性による家族経営）。ジェンダー特有の社会化（ジェンダーの類

型化）や、男性優位の経営移譲の実行である（非常に少ない女性のみが農場継

承者になれる）。 農業における女性企業家は、土地と資本の入手が非常に困難

となっている。

女性の実績は明らか

オンラインアンケートの結果は、農業経営における女性が多様な課題を担っ

ていることを示している。アンケートに答えた女性の 83%が農業経営の中で
働いており、52％がその経営に関連した副業に従事し（例えば農産物の直売、
農家民宿などの農業観光の提供など）、43%が自分の経営外で働いている。質
問に回答した女性（83%）が、家計のために補完的に働いている。これらの多
様な活動は、これまでの農業統計の中では明らかになっていない。

農業従事の女性は、経営において共同の責任を担っている。72%が戦略的ー
経営的な決定に参画している。62%の女性が簿記記帳、財政そして事務処理に
責任を負っている。女性自身は共同経営者として理解している。しかし、経営

への法的な参加は、重要とされていない。なぜならば、質問した女性の 11%
のみが経営全体に参画し、さらに 24%が土地、建物の部分に関わっている。
従って、女性の意識と法的な地位との間で明確な位置が差をもたらしている。
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女性の経営内の副業

自家農産物を直売する農家の女性 農家民宿では女性のホスピタリテイ

（おもてなし）が人気

農業経営で重要な戦略的―経営上の決定を

主に誰がするのか？

経営主の配偶者・人生パー

トナー

女性経営主

他の女性家族

（例えば娘)

従業員 /研修生（家族除く）

高齢女性

赤・男性配偶者と一緒に 灰色・男性または女性配偶者と他の人と

緑・女性１人で 黄・他の人と 青・女性は未参加

62%の女性が簿記記帳、財政など事務 43%の女性が経営の外で働く。
処理に責任を。 （酪農工場で）
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女性の地位と労働状況

オンライン質問の結果、女性の多様な地位と活動が示されている。質問され

た女性の多くは、男性経営者の配偶者である（49%）。それに続くのが女性経
営者（女性管理者 19%）、他の女性家族（19%）、従業員/研修生（6%）そし
て高齢女性（4%）であった。

農業経営面における主な仕事は、経理、社会的な担当（例えば従業員のため

の窓口）である。また、家畜飼育は女性のために重要な分野であり、2/3 強が
これを担っている。これに対して圃場の仕事と機械のメンテナンスは、女性の

仕事としては少なくなっており、若者と他の家族が多くなっている。兼業経営

においては、女性が直売と加工に多く取組んでいる。この研究対象となった女

性の約半分の経営で、経営収入に対して明らかに貢献している。

多くの女性は自らを「ジャンパー」の役割とみている。つまり、短期的に経

営の様々な仕事の分野において、活動しているからである。経営敷地内での手

伝いまたは世話といったような活動の他に、経営上重要な全体的な仕事も担っ

ている。しかし、これはしばしば認められていない。農業経営で働く女性への

インタビューでもって、これら女性の高いモチベーションと強い柔軟性が示さ

れた。もちろん女性従事者は、自らの能力と効率性並びに報酬に関して、必要

な条件と資格の不足を認めている。

農業経営におけるジャンパーの役割：農業

機械のメンテナンスのため農業工学コースを

学ぶ。
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農業経営と家族の世話の両立

農業経営上でこの職業と家族は切り離せない。家族農業経営では、しばしば

数世代が一緒に生活している。これは毎日の生活を豊かにする。しかし、家族

間の衝突も引き起こされる。女性の経営上の立場によって、農業と家族の両立

に関して違いを生ずる。この研究結果は示している。一緒に働いている女性配

偶者は、経営主と家族の世話とともに大きな仕事量に対処し、加えて家の高齢

者介護にも責任を負っている。

特に若い女性経営者は、経営の労働力不足を補い、経営的に余裕のある時は

経営と家族を両立を可能にする。そして育児に際して家族の支援を得ることが

できる。このため、質問した女性の多くは農場の継承や子供の世話に関して、

決定することができる。子供が生まれた後に、農業面で鍛えられた女性は、農

場の抱える課題への対応から、家庭内の仕事へと再伝統化（訳注・従来からの

食事、洗濯、育児といった女性の昔からの古い役割パターンに戻る傾向）が生

じている。

これに対して若干の女性は、農業で子供を成長させることができるために、

仕事と家政の両立を保っている。共同経営者としての女性がいる経営は、妊娠、

育児休暇または病気の子供の長期間の世話は、大きな課題になっている。農業

経営に従事している女性は妊娠の後、仕事への難しい再参入と労働安全衛生の

問題を挙げている。従業員と農業研修生とのインタビューでは、信頼のおける

労働時間、計画的に休める週末そして休暇期間、並びに職業としての農業と家

族ケアー両立のための労働時間の柔軟な編成を望んでいる。

家畜のための責任と自然の中での経済は、しっかりした計画の安定性が条件

である。このため、通常自由な日々は”希少な商品”である。オンラインアン

ケートにおいて配偶者の女性パートナーと女性経営者は、年間平均で 10 日間
の休暇、そして女性従事者と研修生は 20日間の休暇をとっている。
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農家は数世代家族で構成ー女性の役割は 農家の女性は農作業と育児と

農作業から家族のケアーまで多岐に

社会保障

農業老齢基金（LAK）は、女性農業者、夫婦そして農業経営に従事し共に働
いている家族のための、公的な強制年金制度に属している。しかし、これは部

分的なバックアップを意味している。つまり、被保険者は自ら私的年金を利用

する義務を負っている。質問された女性の半分（50%）は、LAK の義務保険
料を支払っていると答えた。71%は自らの申告によって、法的な年金保険から
の年金請求を行っている。

この女性たちは、場合によって LAKの強制保険料が免除される。しかし、こ
の老齢年金と農業、林業、園芸のための社会保障給付（農業のための健康保険

サービス）は放棄される。経営の老齢年金は、20%のみ回答であった。通常こ
れらの女性は、経営の外部での職業活動からこの年金を請求する。質問に回答

した 80%の女性は、高齢に際して個人的に老後に備えるとしている。例えば、
生活ー年金保険の形態で、または財産形成を通じて。

生涯居住権ー現金支払い請求権（退職時）、退職した世代の農場移譲者（女

性含む）もまた、契約時に確約できることは、女性の保護に貢献できる。全体

的に回答女性の 1/3 が、年金水準が不十分とみている。男女混合の新しい雇用
形態の人々について、年金請求権喪失の危機が生ずる（農業において結婚した

女性のために特定の範囲で有効）。

他の年金保険機関の強制拠出期間の年金保険（法的年金保険の拠出金を支払

った期間）がないか、または部分的に認可される場合に、この危機がもたらさ

れる。女性が述べる批判点は、経営で共に働いた女性がリタイヤで自らの年金

請求権がなく、経営主の妻としての彼女の立場のみ根拠にされていることであ

る。女性の離婚、別居又は死亡といったリスクを挙げている。
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女性へのインタビューでは、非常に繊細なまたは家族におけるタブーなテー

マのあることを示している。質問された女性配偶者の 18%が、離婚における
財政的な結果を前にして、婚前契約ないしパートナーシップ契約（訳注）によ

ってそれを護るべきことを主張している。

（訳注・恋人関係にある 2人が法律的な手続きによらず、婚姻意思の確認、同居の合意、
相互扶助の確認について締結することで、一定の拘束力もつと見込まれる。）

29%の女性は自らに対する「好意」について、遺書によって示されとし、そ
して 17%が経営主の死亡の場合、生命保険で生活が確保できると述べている。

農業経営委譲後は老齢年金（LAK）が パートナーシップ契約は女性の

その後の人生を支える。 立場をまもる。

ドイツ全体において 335,400 人の女性が農業で働く
（36%）

緑色・家族

青色・季節労働者 労働 43%
35%

(内訳)

配偶者 25%
他の家族

紫色・常勤労 労働者 10%
働者 22% 女性経営主

8%
資料・連邦統計局：
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あなたが高齢者になった時、十分護られますか

女性数 灰色：私はわからない

緑色：はい

年 齢 青色：いいえ

18~24 25~34 35~44 45~54 55~64 65以上

資料：独自のオンライン調査 2020/2021

健康と労働の安全

農業は依然として多忙かつ身体的に辛い仕事の分野である。これは体力的に

過重でかつ負担が多く、このため病気と事故の危険性をもたらす。実証研究は

農業の仕事において、女性に対する危険性の説明が少なく、意識の低さが指摘

されている。また、土壌の肥沃性に関連した物質（化学肥料等）並びに人獣共

通感染症（コロナ、エボラ出血症、狂犬病等）による危険性について、総合大

学、専門大学そして専門学校のカリキュラムの内容が、農家の女性に十分周知

されていない。

農家の女性が経営主と一緒に働くときに、仕事上のリスクが全く説明ないか、

または不十分な説明に終わっている。このことから女性の事故または健康上の

脅威が生じている（例えば内分泌攪乱物質ー環境ホルモン等）。その際、他の

職種からの転職者または研修生（農業職業高校）が、仕事現場での危険を良く

知らないことから生ずる。さらにインタビューに回答した女性の経営で、しば

しば多忙な仕事の際に事故の生じていることが明らかである。

農家女性の健康をフォーラムで学ぶ。 トラクターの安全運転を。
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農村における生活

質問された女性の大多数（90%以上）のうち、「非常に農村的」な地域に 51%、
「むしろ農村的」地域に 39%住んでいる。質問された多くの女性がこの農村
的な環境を評価するとき、日常生活と機動性（交通）に対する高い要望と密接

に関係している。質問された女性の「かかりつけ医（一般の開業医）」受診の

際の距離は、連邦全体で平均 3,7kmから 6,9kmなのに対して、約 2培強であっ
た。2/3 強（57%）が、公共交通ネットワークに対して、「全然良くない」また
は「悪い」として、自らの居住地における接続を低く評価している。

このことによって女性達は、しばしば当然の如く「タクシー運転手」のよう

に、子供達または高齢者の医師のもとでの診察、あるいは関係機関を訪れると

き、そして余暇活動の際に車を運転し送迎する。あらゆる日常的な挑戦にも拘

わらず、女性の 60%がボランテイア活動にも時間をとり、農村地域づくりに
際して、重要な柱になっている。

農村地域では高齢者のモビリテイが課題に。 子供を医師の診察に。

近所の高齢者に買物支援のボランテイア活動 農業女性のボランテイアの

活動交流会
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農村におけるジェンダー平等を実現するために何をすべきか？

女性の経営主として、共に働くパートナーとして、家族として、非家族の従

業員として、女性の退職者として、そしてその他のポジションにおいて、農業

と農村地域において基本的な貢献をしている。女性の活動力と参画は、将来性

のある農村のために不可欠である。

将来を指向した農業政策の目的は、生活と農業経営における女性と男性のジ

ェンダー平等実現の可能性を、高めることである。この研究は女性自らと、そ

してパートナーと家族に刺激を与える。公的なそしてプライベートなアドバイ

ス―教育期間並びに関心をもつ団体がこれに貢献できる。これには特に以下の

項目が属している：

◎ 経営管理と農場継承に際してのジェンダーギャップを無くすために、女

性農場経営者にエンパワーメント（経営内の人の潜在力を引き出し、積

極的に行動させる）を付与する。そして発揮すべき潜在能力をもった従

業員は、特別な教育コースと教育ーアドバイス機関のネットワーク提供

並びにモニタリングープログラム（女性経営主と女性経営継承者/従業員）
を必要とする。

◎ 農場を継承することなしで農業における生産基盤の構築実現は難しい。

そのため、農業生産基盤のためのハードルの低い奨励プログラムとアド

バイスの提供を必要とする。例えば、女性創設者―ネットワーク、モニタ

リングープログラム、農地ー農場仲介所の支援である。

◎ 女性の労働状況は、全ての参加者のジェンダー固有の特徴的な役割パタ

ーンに関する高度な関心を通じて改善する。これは彼女のパートナー、利

益代表者のために、また農業における他の組織のためにも有効である。

◎ 女性は農業経営に関する事業全体を、パートナーと共同所有者としてみな

しており、離婚、別居そしてパートナー死亡の場合に、事前に社会的、法

的な保護の取り決めが無いと、その後実存的なリスクが生ずる。これに関

しては様々な機関の多様なアドバイスが有効である。多様な職歴をもった

女性のために、保険のギャップ（保険の適用範囲が不十分ないし全く無い

こと）を、保険会社が調査し、このギャップを埋める可能性を探る。
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◎ 農業のあらゆる雇用者のために、農業の労働現場の女性のためのリスクに

ついて広範な説明、特に母性保護、育児休暇、子供の傷病手当の規定が不

可欠である。教育ーアドバイス機関の幅広い提供（従業員、自営業者そし

て家族労働者もまた）は、不安を解消する。

◎ 職業、家族、介護そしてボランテイアの円滑な両立を達成するために、農

村地域における生存の配慮の達成と並んで、あらゆる関係者の貢献を通じ

て、経営上の課題の他のへの委譲が重要である（女性にのみ集中させない）。

◎ これでもって農業で働いている人、または農村地域で生活している人、

特に若い女性はさらに魅力を見い出す。このために良い公共インフラ（健

康、教育、デジタル化、流通）が必要である。農業経営外で働きたいと

いう全ての女性のために、高品質な労働の場の創設が望まれる。

◎ ジェンダー平等のために重要なことは、農業における定期的な調査を通じ

て、農業における女性の多様な課題が可視化される（例えば、農業統計

領域において）。男女共同参画の指標として男女の賃金差、男女間のケア

ワークの不平等（育児、家事、家族の世話など）を、農家のためにも精

査し最善の対策を策定する。

農業における女性のデータ
連邦統計局

○ ドイツの農業従事者 937,000 人 (2020年)
内 女性 335,000人（36%）

他の分野の女性従事者 約 47% (2022年)
農業 女性管理者 11% (2020年)
EU " 29% (2021年)

農業における男女比（2020年） 女 性 男

家族労働力（フルタイム、パートタイム） ３３ ％ ６７ ％

フルタイムの非家族労働者 ２２ ７８

非正規雇用の非家族労働力 ４３ ５７
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誰がオンラインー質問に参加しているか？

48% 経営主の配偶者

4%
その他 19%

２％ 女性経営主/

高齢女性 責任者

６％

従業員

研修生

19% 女性家族員

（例えば娘）

これからの農業にとって

女性は欠かせない存在に
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